
 

 

令和 5年度 東京都内湾水生生物調査 9月鳥類調査 速報 
 
 

●実施状況 

令和 5年 9月 1日に鳥類調査を実施した。天候は晴れで、気温 29.0～33.2℃、南寄りの風、風速 3.2～

6.4m/secであった。調査当日は大潮で、干潮が 11時 57分（18cm）、満潮は 18時 16分（208cm）であった

（気象庁のデータ）。各地点の概況を下表に示す。 

 

 葛西人工渚(東なぎさ) 森ヶ崎の鼻 お台場海浜公園 

作業時刻 8:53-10:16 11:11-12:10 12:43-13:35 

天候 晴 晴 晴 

気温(℃) 29.0 30.2 33.2 

風向 南西 南 南西 

風速（ｍ/sec） 3.2 5.4 6.4 

備考 干潟は広く干出。 干潟は干出、風が強かっ

た。 

風が強く、第六台場周辺

は波が高かった。海浜公

園側は観光客がやや見ら

れた。 

  

●主な出現種等 

 葛西人工渚(東なぎさ) 

※沖合含む 

森ヶ崎の鼻 お台場海浜公園 

数が多かった

鳥類上位 2種 

カワウ(7302羽) カワウ(1099羽) カワウ(643羽) 

ウミネコ(756羽) ウミネコ(99羽) アオサギ(29羽) 

備考 ・ヒクイナ、シロチドリ、

ダイシャクシギ、ホウ

ロクシギ、オオセグロ

カモメ等、重要種とし

て 11種を確認。 

・干潟でカワウとウミネ

コ、オオセグロカモメ

の群れが休息、サギ

類の群れが採餌。 

・シギ・チドリ類はシロチ

ドリ、ダイシャクシギ、

ホウロクシギ、キアシ

シギ、イソシギの 5 種

が干潟で採餌・休息。 

・ヨシ原でヒクイナの鳴

き声。 

・沖合をカワウ 6510 羽

が飛翔。 

・オオセグロカモメ、ミサ

ゴ等、重要種として 7 種

を確認。 

・干潟でカワウとウミネ

コ、ユリカモメ、オオセグ

ロカモメが休息。 

・サギ類はアオサギ、ダ

イサギ、コサギが干潟

や護岸で採餌・休息。 

・シギ・チドリ類はイソシ

ギのみ確認。 

・ミサゴ 2 羽が流木や杭

の上で休息、トビが上空

を飛翔。 

・ゴイサギ、ミサゴ等、重要

種として 7種を確認。 

・カワウの個体数は第六台

場 86 羽、鳥の島 553 羽、

公園側 4羽で合計 643羽。

繁殖は終了していた。 

・サギ類はゴイサギ、アオ

サギ、ダイサギ、コサギの

4 種を確認。ゴイサギは第

六台場で 3羽見られ、すべ

て幼鳥であった。 

・シギ・チドリ類はイソシギ

のみ確認。 

・猛禽類は樹上にとまるミサ

ゴと上空を飛翔するトビを

確認。 



 

 

●出現種と個体数 
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＜葛西人工渚(東なぎさ)＞ 

○調査地点の状況 

満ち潮だが、干潟は広く干出していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（シギ・チドリ類） 

5種 52羽のシギ・チドリ類が確認された。シロチドリとダイシャクシギ、ホウロクシギは干潟で採餌、キアシシ

ギとイソシギは休息していた。シロチドリは環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）、東京都レッドリストで絶

滅危惧 IA類（CR）に、ダイシャクシギは東京都レッドリストで絶滅危惧 IA類（CR）に、ホウロクシギは種の保

存法で国際希少野生動植物種、環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）、東京都レッドリストで絶滅危惧 IA

類（CR）に、キアシシギとイソシギは東京都レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されている。 

 

 

 

 

 

〇出現種（サギ類） 

アオサギ、ダイサギ、コサギの 3 種が確認さ

れ、多くが干潟で採餌していた。東京都レッド

リストでダイサギは準絶滅危惧（NT）に、コサ

ギは絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されている。 

 

〇出現種（ヒクイナ） 

ヨシ原の中から鳴き声が 1 回聞かれた。本種は環境省レッドリストで準絶滅危惧（NT）、東京都レッドリスト

で絶滅危惧 IA類（CR）に指定されている。 

 

〇干潟利用状況 

カワウ 792 羽、ウミネコ 751 羽、オオセグロカモメ 91 羽が干潟で休息していた。なお、カワウは沖合を飛ぶ

6510羽の群れが確認され、合計数は 7302羽となる。 

 

 

 

 
干潟で休息するカワウ（黒っぽい鳥）とウミネコ（白っぽい鳥）の群れ 

西側の地点より南西方向を見る 

シロチドリ イソシギ キアシシギ ホウロクシギ ダイシャクシギ 

アオサギ コサギ ダイサギ 



 

 

＜森ヶ崎の鼻＞ 

〇調査地点の状況 

最大干潮時刻で、干潟が広く干出していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（シギ・チドリ類） 

イソシギ 4 羽が護岸付近で採

餌・休息していた。 

 

 

 

 

 

〇出現種（ミサゴ、トビ） 

流木と杭にとまるミサゴ 2 羽と、ハシブトガラスに攻撃されながら上空を飛翔するトビ 1 羽が確認された。ミ

サゴは環境省レッドリストで準絶滅危惧（NT）、東京都レッドリストで絶滅危惧ⅠB 類（EN）に、トビは東京都

レッドリストで準絶滅危惧（NT）に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

〇干潟利用状況 

干潟の北側に 1000 羽を超えるカワウとウミネコの群れが密集して休息し、その

中にユリカモメとオオセグロカモメが混じっていた。ウミネコは東京都レッドリスト

で留意種に、オオセグロカモメは環境省レッドリストで準絶滅危惧（NT）に指定さ

れている。また、サギ類は干潟全域に分散して採餌・休息していた。 

 

 

 

  

〇出現種（サギ類） 

サギ類は個体数が多く、アオサギ 41 羽、ダイサギ 44 羽、コサギ 15 羽

が干潟や護岸で見られた。 

ダイサギ アオサギ コサギ 

干潟で休息するカワウ（黒っぽい鳥）とウミネコ（白っぽい鳥）、ユリカモメ（赤丸）の群れ 

トビ(左)とハシブトガラス ミサゴ 

オオセグロカモメ 

流木と杭にとまるミサゴ 



 

 

＜お台場海浜公園＞ 

〇調査地点の状況 

第六台場・鳥の島でカワウの営巣は終了していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（カワウ） 

カワウの個体数は第六台場に 86 羽、鳥の島に 553 羽、公園側に 4 羽、合計 643 羽であった。第六台場、

鳥の島いずれも繁殖活動は終了しており、使用中の巣は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

〇出現種（サギ類） 

ゴイサギ、アオサギ、ダイサギ、コサギの 4種が確認され、第六台場や鳥の島、公園側でカワウの群れに混

じって休息する個体が多く見られた。ゴイサギは東京都レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第六台場の樹上で休息する 鳥の島の護岸に降りた群れ 

アオサギ コサギ ダイサギ ゴイサギ 

〇出現種（シギ・チドリ類） 

イソシギ 8 羽が鳥の島の護岸

などで確認された。 

〇出現種（ミサゴ、トビ） 

ミサゴは鳥の島の樹上にとまり、足に魚を持っていた。本種がお台

場海浜公園で観察されることは少なく、平成 23、28年度、令和 2年

度に次ぐ記録である。トビは第六台場上空を 2羽が飛翔した。 

トビ ミサゴ 



 

 

＜その他＞ 

○ウミネコの繁殖 

 砂町運河でウミネコは確認されず、今季の繁殖は終了したと考えられる。なお、京葉線の高架にカワウ

420羽とアオサギ 2羽がとまっているのが確認されたほか、ダイサギ 2羽が上空を飛翔していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トピックス＞ 

- ミサゴの成鳥と幼鳥 – 

 

9月の調査では森ヶ崎の鼻で 2羽、お台場海浜公園で 1羽のミサゴが確認された。このうち、お台場海浜公

園で観察された個体には、翼上面の羽毛に淡色の縁取りがあることから、今年生まれの幼鳥と判断される。

一方、森ヶ崎の鼻で観察された 2羽には明瞭な縁取りがなく、成鳥または若鳥と考えられる。 

ウミネコが営巣する構造物 高架にとまるカワウ 

幼鳥 お台場海浜公園で観察 成鳥または若鳥 森ヶ崎の鼻で観察 


